
部会からの提言・説明用レジュメ 

１ 検討結果と提言  

安全・安心・すこやか部会（Ａ部会） 

 

「地域防災活動の推進」について 

（地域での取組のキャッチフレーズ） 

～ 避難所の運営訓練から広げよう、助け合う地域のちから ～ 

 

避難所運営を行い、地域の関係団体

が役割を分担して、より実践的に取り

組みます。 

避難時に援護の必要な人への対応

策を検討していきます。 

 

 

 (1) 検討経過とまとめについて（手塚委員） 

検討経過    避難所とは    まとめ 

 

(2) 具体的な取組についての提言 

① 避難所運営訓練の役割と自主防組織の取組について（青山委員） 

提言：22 カ所ある避難所で避難所運営会議や訓練を拡充していくこと  

 

② 避難所運営訓練及び要援護者支援への民生委員・児童委員協議会の取組（萩原委員） 

提言：避難所運営訓練に民生委員・児童委員協議会の参加を図り、要援護者の安否確認

などの訓練を導入していくこと 

 

③ 避難所課題や避難所運営マニュアル検討のためのモデル避難所設置（末兼委員） 

提言：個別の避難所運営マニュアル検討などのためのモデル避難所の設置を！   

 

④ 地域防災における医師会の取組について（荒井委員） 

提言：医師会では医療救護マニュアルを作成している 

マニュアルにより活動するので医療救護に対応できる地域との関係づくりを！  

 

 

子育て・環境・魅力づくり部会（Ｂ部会） 

   

「魅力づくりと市民活動の推進」について 

（地域での取組のキャッチフレーズ） 

～ 知ってもらおう！ 地域の生活を豊かにする活動 

ひとつひとつがつながることで 広がる魅力 ～ 
 

地域の生活を豊かにする市民の活動を、モデル地区を設けて、多くの人に見て、知

ってもらいましょう。 

地域の財産を大事に思う気持ちなど目的を共

有しながら、活動がつながることで、知っても

らう機会、新たな参加の場、やりがいなど 

取組みや地域の魅力を広めていきます。 

 

 (1) 検討経過及びまとめについて（今井委員） 

 経過報告 
 
区の活動全体に広がる取組を！ 
①各団体が横につながる取組みを進めよう、各団体の接点をつくっていこう 
②地域の様々な団体がつながるように、取組の活性化を図るため情報を提供していこう 
 

(2) 具体的な取組についての提言 

＜横につながる取組＞を進めるためのきっかけづくり、モデルとなる取組例 

地域資源（加瀬山、夢見が崎動物公園、矢上川など）を活かしたネットワークづくり 

（庄司委員） 

身近の場所での出張コンサート、他の団体と協力することで広がる魅力づくり 

（松世委員） 

＜情報を提供＞を進めるためのきっかけづくり、モデルとなる取組例 

活動拠点の活性化、市民の活動に関する情報提供  コミュニティサイトの活用 

                                  （今井委員） 

資料１ 



 

２ 専門部会の検討状況  

 「健康で生きがいをもてる地域づくり」について  

 

荒井委員からの説明 

 

 (1) 検討項目について 

〇 地域での日頃から顔の見えるつな

がりが大切であり、健康づくりに取組

む団体の活動を中心に、身近な地域で

の健康の維持･増進の取組を進めるた

めの提案を検討する。 

〇 要介護にならないで元気で生きがいをもって長く生活できるように、日頃か

らの健康づくり・介護予防の重要性を幅広く情報発信する。 

 

(2) 今後の検討の方向について 

〇 区内の高齢者を対象とした健康づくりや生きがいづくりを行っている地域の

諸団体などの取組がさらに広がりを持つことや、それらの取組を後押しできるこ

とを提言する。 

 〇 地域で健康づくりに取組む団体の活動を視察して、地域での取組がさらに広が

りを持つための課題を検討する。 

〇 医師会などによる医療･健康アドバイスの講演会などを健康づくり情報発信の

検討モデルとして実施しながら、講演会参加者などへのニーズ調査、課題整理な

どを行う 

 

 

 「安心して子育てできる環境づくり」について 

 

 

 

酒井委員からの説明 

 

〇 部会での意見交換の状況 

〇 子どもが遊べる環境について、かつては 

なかったような規制や限界が生じている 

〇 特に未就学児を中心に検討したい。 

〇 「子育てしやすいまちづくり」は、 

すべての人に暮らしやすいまち へ 

 

 

成田委員からの説明 

    

〇 多岐にわたって課題のある「子育て」問題の中で、安心して子育てできる 

環境づくりの方策の一つとして、「読み聞かせ運動」を提案。 

〇 「読み聞かせ」は地域で、また家庭で取り組むことが可能であり、核家族化が 

進む現状のなかで子育てに関する情報交換の場ともなることができる。 

また、世代を超えて交流する場として地域社会の活性化にもつながる。 

 


